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＜祈祷会の聖書から＞ 
【クリスマスに十字架？】“楽しいクリスマスに十字架？”という声も聞こえて
くるようですが、この方がお生まれになったことを記念し、救いの成就＝完成に
感謝する時がクリスマスです。厳密に申しますと、正確な日にちにまで及ぶ記録
はないのです。“羊飼いたちが夜、野宿をし、羊の番をしていた（ルカ２：８）”
とありますから、むしろ冬ではなかったとも思えます。人口調査の記録（ルカ２：
１）もありますが、これもなかなか、何度か行われたことは分かりますが、西洋
史の記録とは合わないのです。けれども、教会はこの日に主の降誕を記念するよ
うにしました。ペンテコステに始まり、信仰を見つめて過ごし
待降節を過ごした私たちは、降誕を記念する日を迎えるのです。
【七言】十字架の上での主イエスの言葉、それは神との会話であり、犯罪人と呼
ばれている人との会話でした。先週は“前に一度やった”ということで、この十
字架上の七言に触れませんでしたが、このように仰る方の誕生を、もう一度思い
出すのは価値のあることです。だからこそクリスマスなのでしょう。
【第一】ルカ23：34に“父よ、彼らをおゆるしください。彼らは何をしている
のか、わからずにいるのです”とあるのがそれです。“赦し”です。私たちには
出来ない赦しです。私たちも赦されていることを思い出し、また“赦すのが下手”
ということも思い出しましょう。その代わりに、赦さないのは小さなことに至る
まで、そのままにしておくのがとても上手です。審判して、あの人は良い・この
人は悪い・敵だと思うのがとても上手なのです。 
【第二】救いの言葉です“よく言っておくが、あなたはきょう、わたしと一緒に
パラダイスにいるであろう（ルカ23:43）”とあります。主は罪深い者を救われま
した。それは信仰によってです。“完全な信仰”といっても良いでしょう。時間
の問題でも、功績の問題でもなく、要求の問題でもなく、この人は主への信頼を
告白しました。“イエスよ、あなたが御国の権威をもっておいでになる時には、
わたしを思い出してください（ルカ23：42）”が示しています。教会もそうなの
です。しかし、失いやすい告白の一つかもしれません。“あなたは本当にそう願
っているのですか？”と御言葉は語ってくださるのでしょう。
【第三】ヨハネ19：26,27に“「婦人よ、御覧なさい。あなたの子です」と言わ
れた。 それから弟子に言われた。「見なさい。あなたの母です」”が第三です。
ぎすぎすした社会や家庭の中で、他の人への思いの大切さを教えて下さいます。
ここ数十年ホスピスという言葉が普通になりましたが、ずっと昔から、修道院は
身寄りのない人たちや病気で今召されようとしている旅の人達にも、この言葉に
従って接してきた歴史を持っています。最高の執り成しへの支持です。
【第四】マルコ15：34にある“わが神、わが神、なぜわたしをお見捨てになっ
たのですか”というマタイも取り上げている記録です。誰よりもすごい罪の現実
に直面された、御子の“神との断絶の言葉”です。教会もこの言葉の前に沈黙し
てしまうことがあるでしょう。 
【第五】“わたしは、かわく（ヨハネ 19：28）”がそれです。ヘブル書
“御自身、試練を受けて苦しまれたからこそ、試練を受けている人たちを助ける
ことがおできになるのです”とあります。私たちの苦しむ時の力になってくださ
るのです。私たちは苦難の理解者と克服の道を得ているのです。
【第六と第七】信頼の成就の言葉です。ヨハネ19：30に“成し遂げられた”、ル
カ23：46の“父よ、わたしの霊を御手にゆだねます”とあるのが、六と七です。
主が持っておられた信仰の告白です。 
【教会へ】教会は今もこの記録を大事にして、（死ではなく）
ているのです。現実なのです。聖書の記録者は、一番大切な主の言葉
た。これらの言葉を教会に大事な言葉として残しました。順番もこう考えておか
しくはないと思います。この“神の力”の方の記念の日が“クリスマス”
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